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はじめに
日本の経済社会は、歴史的な転換期に直面しています。少子化や超高齢化、
グローバル化や情報化、環境エネルギー問題の深刻化など時代の大きな潮流
は、広がりと深まりをもって進展しています。
これから迎える21世紀の半ばへと向かう道は、都市経営においても、この

ような環境変化を将来の視点から的確に見通し、自己決定・自己責任の原則
のもと、自立した都市づくりが求められています。
平成17年2月5日の広域合併は、まさにこうした未来の都市づくりの視点か

ら、地域自らが選択・決定した新たな都市づくりの方向であり、将来の地域
経営を築き上げる基盤となるものでありました。合併により都市づくりの土
台が築かれた現在、新たな都市づくりの指針を掲げ、平成20年4月の中核市
実現をはじめ、21世紀に相応しい都市、新たな躍動を生み出す中核都市づく
りへの取組を強化することが求められています。
この「久留米市新総合計画・第2次基本計画」は、これまでの「久留米市

新総合計画・第1次基本計画」を基本としながらも、合併に伴う様々な環境
変化や時代潮流、構造改革の進展など、久留米市を取巻く内外の環境変化に
積極的に適応し、基本構想で掲げる水と緑の人間都市、“水と緑豊かな個性
と魅力、活力あふれる県南地域の中核都市”を目指し、今後10年間の基本的
な施策の方向を示す総合計画として策定しました。
「第2次基本計画」においては、「市民と行政の協働」など新たな都市づく

りの構図である「協働性」と、未来の視点から施策等の選択と集中を行う
「戦略性」を都市づくりの基本視点として設定し、さらに徹底することとし
ています。
特に、基本計画の推進に当たっては、地域社会を構成する多様な市民、企

業、団体等の熱意と創意・工夫、そして行政も含め、共に都市を創り上げて
いくというパートナーシップ・協働が不可欠であり、多くの市民の皆さまの
理解と協力を得ながら協働の仕組みづくりに、しっかりと取り組んでまいり
たいと考えています。
市民の皆さまとともに、計画推進に鋭意努力をしてまいる所存ですので、

より一層のご支援とご協力をお願い申し上げるとともに、最後になりました
が、計画策定に当たり、ご尽力を賜りました総合計画審議会委員をはじめ、多

くの市民の皆さまに厚く御礼申し上げます。
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